
平成19年4月26日

第2回地球観測推進部会

地球温暖化分野に関する連携拠点
（利用ニーズ主導の統合された地球観測システムの構築に関する報告）

(1)分野間及び府省・機関間の連携

地球温暖化観測推進事務局／環境省・気象庁

藤谷 徳之助

資料９





機能

○地球温暖化分野における地球観測へのニーズ等の集約

○実施計画の作成、計画実施状況の管理・報告

○以下の取り組み等を促進するための関係府省・機関の調整、情報の収集・分析

観測プラットフォームなどを有効に活用する相互利用

国際的な観測計画・研究プログラム等との連携

データ利用ユーザに対するデータ提 供メカニズムの改善・整備

データ管理、データ標準化に関する計画の企画・立案

観測成果の利活用の方策の検討と推進

国民に対し、判りやすい解説を加えた最新情報の発信、地球温暖化問題の啓発



枠組

○関係府省・機関連絡会議

連携拠点の中核として、関係府省・機関連絡会議を設置する。連絡会議では、
参加各府省・機関の総意として、実施計画の策定および計画実施状況のとりまと
め、推進部会への報告を行う。

○地球温暖化観測推進委員会（仮称）

温暖化分野の観測実務及び観測データを利用した研究に携わる専門家からな
る地球温暖化観測推進委員会（仮称）を設置する。委員会は、実施計画策定等を
行う連絡会議に対して、科学的観点から助言を行う。

○連携拠点事務局

気象庁及び環境省は、協力して連携拠点の事務局を運営する。事務局は、連
絡会議の依頼を受けて、実施計画案の作成、計画実施状況の取りまとめ作業を
行うとともに、関連情報の収集・分析、連絡会議や委員会の準備・運営等を行う。
事務局は（独）国立環境研究所内に設置する。

○ワーキンググループ

事務局は必要に応じ、専門的な事項を検討するためのワーキンググループを
設置する。
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地球観測推進に関する関係府省・機関連絡会議
（温暖化分野）

環境省・気象庁（共同議長）

内閣府，総務省，文部科学省，農林水産省，林野庁，水産庁，

経済産業省，国土交通省，国土地理院，海上保安庁

(独）情報通信研究機構，（独）海洋研究開発機構，

（独）宇宙航空研究開発機構，

（大共利機）情報・システム研究機構国立極地研究所，

(独）農業環境技術研究所，(独）国際農林水産業研究センター，

(独）森林総合研究所，(独）水産総合研究センター，

（独）産業技術総合研究所，（独）国立環境研究所



地球観測推進委員会(温暖化分野）

茨城大学教授・学長特別補佐
広域水圏環境科学教育研究センター長

三村 信男

北里大学 副学長陽 捷行

東京大学 気候システム研究センター長・教授中島 映至

東北大学大学院 理学研究科 教授
大気海洋変動観測研究センター長

中澤 高清

東北大学大学院 生命科学研究科 教授中静 透

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
総合地球環境学研究所 教授

中尾 正義

山口大学大学院 理工学研究科 教授田中 佐

日本大学 生物資源科学部 教授桜井 尚武

（独）海洋研究開発機構
地球環境フロンティア研究センター 特任研究員

近藤 洋輝

名古屋大学大学院 環境学研究科教授井上 元

岡山大学大学院 環境学研究科 教授山本 晋

東京大学 海洋研究所 教授小池 勲夫(委員長）

所属氏 名



地球温暖化観測推進ワーキンググループ

（独）海洋研究開発機構 地球環境観測研究センター
海洋大循環観測研究プログラム 化学トレーサーグループ サブリーダー

村田 昌彦

（独）農業環境技術研究所 大気環境研究領域 主任研究員宮田 明

気象研究所 地球科学研究部 第一研究室 室長松枝 秀和

（独）国立環境研究所 地球環境研究センター 陸域モニタリング推進室 室長藤沼 康実

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構国立極地研究所
気水圏研究グループ助手

橋田 元環

（独）国立環境研究所 地球環境研究センター 副センター長野尻 幸宏循

（独）独立行政法人 森林総合研究所 植物生態研究領域・物質生産研究室 室長千葉 幸弘素

宮城教育大学教育学部 准教授菅原 敏炭

（独）産業技術総合研究所 環境管理技術研究部門 大気環境評価研究グループ
主任研究員

三枝 信子

（独）水産総合研究センター 北海道区水産研究所
亜寒帯海洋環境部生物環境研究室 室長

小埜 恒夫

東京大学気候システム研究センター 准教授今須良一

気象研究所 地球科学研究部第一研究室 主任研究官石井 雅男

（独）国立環境研究所 地球環境センター 炭素循環研究室 室長向井 人史*

所属氏名



（独）宇宙航空研究開発機構 地球観測研究センター 計画マネージャ松浦 直人

名古屋大学大学院環境学研究科 准教授藤田耕史

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 教授日浦 勉価

国土地理院 測地観測センター 地殻監視課 課長補佐千早 昭二評

海上保安庁 海洋情報部 技術・国際課 主任技術・国際官芝田 厚響

気象庁 地球環境・海洋部 海洋気象情報室 調査官櫻井 敬三影

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立極地研究所 准教授東 久美子

（独） 国立環境研究所 社会環境システム研究領域 領域長原沢 英夫＊

所属氏名

地球温暖化観測推進ワーキンググループ



1．「地球温暖化観測推進事務局／環境省・気象庁」設立記念セミナー

テーマ：「地球温暖化観測の展望一連携拠点に期待するもの－」

①気象庁における地球温暖化に関わる観測と温室効果ガス分野での国際協力

佐々木秀行（気象庁地球環境・海洋部 環境気象管理官）

②国立環境研究所におけるモニタリング観測

町田敏暢（（独）国立環境研究所 地球環境研究センター 大気・海洋モニタリング推進室 室長

③宇宙からの地球温暖化観測の最前線

堀川 康（（独）宇宙航空研究開発機構理事）

④地球温暖化観測に期待する（モデル研究の視点から）

木本昌秀（東京大学気候システム研究センター 教授）

⑤気候変動問題へのGEOSSの貢献

小池俊雄（東京大学大学院工学系研究科 教授）

2．開所式

祝辞 ① 環境省地球環境局長 南川秀樹、② 気象庁地球環境・海洋部長 大西晴夫

③ 文部科学省研究開発局長 森口泰孝、④ 地球観測推進部会委員 安岡善文東京大学教授

キイノートスピーチ：「連携拠点の活動にかかる地球観測の戦略的推進」

市川惇信（東京工業大学名誉教授）

連携拠点概要説明：野尻幸宏（国立環境研究所）



平成18年度地球温暖化観測推進事務局の活動概要

海洋観測について聞き取り調査（水産総合研究センター）を実施12月19日

森林Flux観測（Asia-Flux)について聞き取り調査(森林総研、産総研、国環研)を実施12月12日

第1回地球観測推進委員会(温暖化分野)開催を支援12月7日

第3回地球観測に関する政府間会合(GEO-III）に出席11月27－29日

地球温暖化観測推進事務局の英文ホームページ公開11月20日

落石岬地球環境モニタリングステーションを訪問11月15－16日

波照間地球環境モニタリングステーションを訪問11月9－11日

地球観測連携拠点(温暖化分野)英文パンフレット配布開始

UNFCC-SBSTA25の日本政府声明文で地球観測連携拠点(温暖化分野)に言及

地球温暖化観測推進事務局の和文ホームページ公開11月7日

第1回地球観測推進に関する関係府省・機関連絡会議(温暖化分野)開催を支援10月6日

第1回地球温暖化観測推進ワーキンググループ会合開催9月22日

地球温暖化観測推進事務局の和文パンフレット配布開始

地球温暖化観測推進事務局開所式・記念セミナー開催9月19日

地球温暖化観測推進事務局設置4月27日平成18年

内容月・日年



第2回地球観測推進に関する関係府省・機関連絡会議(温暖化分野)開催を支援3月27日

第2回地球観測推進委員会(温暖化分野)開催を支援3月19日

日-EU気候変動研究ワークショップに参加。宣言文で地球観測連携拠点(温暖化分野)に言及3月12－13日

GEO Grid(産総研)の聞き取り調査を実施3月7日

温室効果ガス観測漂流ブイによる観測の実地調査を実施3月3－5日

衛星観測(山口大学)に関する聞き取り調査を実施2月26日

生物多様性センターの聞き取り調査及び、富士北麓フラックス観測サイトの実地調査を実施

第3回地球温暖化観測推進ワーキンググループ会合を開催2月20－21日

生態系及び全球温室効果ガス観測(東北大学)に関する聞き取り調査を実施2月15日

陸域炭素収支(岡山大学)に関する聞き取り調査を実施2月9日

第2回地球温暖化観測推進ワーキンググループ会合を開催1月30日

GEOSS-APシンポジウム開催を支援（アジア各国の研究者を招聘）1月11－12日

第2回アジア水循環シンポジウムを共催（アジア各国の研究者を招聘）1月9－10日平成19年

内容月・日年

平成18年度地球温暖化観測推進事務局の活動概要



H19 実施方針

この連携拠点には、地球温暖化分野の観測全般にわたって、利用ニーズ主導
の観測と取得されるデータの統合的利用に向けた方策の検討と推進を図る機能、
国内外の観測研究機関の連携や国際協力の窓口となる機能のほか、データの流
通や政策決定者、国民一般に向けた情報の加工と発信を促進するための関係府
省・機関間の調整、情報の収集・分析の機能が求められている。この連携拠点の
意義は極めて大きく、連携の一層の充実が望まれる。

H19 実施計画

この連携拠点では、「地球観測に関する関係府省・機関連絡会議（温暖化分
野）」において、地球観測推進委員会(温暖化分野)による科学的助言を得つつ、
地球温暖化監視・予測のために必要な観測ニーズを踏まえた、関係機関による
観測の実施計画をとりまとめるとともに、観測施設の相互利用(観測計画等の調
整を含む)、観測データの標準化(品質管理等)、観測データの流通促進(インベント
リー等の作成)などを通じて、関係府省・機関間の観測の連携を推進する。



平成19年度地球観測連携拠点(温暖化分野) 活動計画

H 20 実施計画決定（推進部会）

H 19活動報告・WG報告・H 19実施
状況報告・H 20活動計画・H 21あ
り方作成方針等とりまとめと承認

推進委員会 (3)

連絡会議 (3)

H21 あり方調査３

WG 報告書(案）とりまとめWG (4)H21 あり方調査２

国際 WS 開催H19 実施状況調査とりまとめ１平成20年

各SWG中間報告検討WG (3)H19 実施状況調査12

GEO-Ⅳ，地球観測サミットH19 実施状況調査11

H19 実施状況調査10

国内 WS 開催H19 実施状況調査９

H20 実施方針（温暖化分野）最終
案とりまとめと承認

H20 実施方針決定（推進部会）

推進委員会 (2)

WG (2) 合同会合

連絡会議 (2)

H20 実施方針（温暖化分野）とり
まとめ

８

H20 あり方決定（推進部会）H20 実施方針（温暖化分野）調査７

H20 実施方針（温暖化分野）調査６

H20 あり方（温暖化分野）最終案
取りまとめと承認

推進委員会 (1)

連絡会議 (1)

H20 あり方（温暖化分野）調査及
びとりまとめ

５

各SWG検討事項打ち合わせWG (1)H20 あり方（温暖化分野）調査４平成19年

関連事項会合作業月年



平成19年度重点取り組み事項（１）

１．H20あり方（温暖化分野）の作成
「あり方」と「実施方針」の整合を積極的に図る。

２．WG 報告書作成
テーマ

①データの標準化、②データ流通の促進、③プラットフォーム相互利用、

④観測の空白（時空間、手法等）の解消、⑤観測技術者の育成等

○炭素循環 SWG

大気・海洋：①②については既存の枠組み強化。③④⑤が中心。

陸域：①②③が中心。

○影響評価 SWG

問題点の抽出、方法論の検討等。

平成19年度地球観測連携拠点(温暖化分野) 活動計画



平成19年度重点取り組み事項（２）

３．国内 WS 開催
長期観測の維持：機関間連携の推進

分野間連携の推進：陸域生態系と気候変動（炭素循環）

データ標準化及びデータ流通の促進

４．国際 WS 開催
アジア・オセアニアでの地球観測の連携（GEOSS-AP等と連携）

平成19年度地球観測連携拠点(温暖化分野) 活動計画
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